
和洋中ぎっしり！
ナント食材20品目

　おかあさーん、手をつないで
おかあさん、ずっといっしょにいて
　おかあさん、おかあさん・・・ いいよ

“枕木”が支えてくれているから
 だいじょうぶ

２本のレール
　「目を離せない。この子、ひとりで
だいじょうぶかしら・・・」
　保育園や幼稚園、小学校に預ける
日、こう思われたことはありませんか。
　数日もすればこどもは環境に慣れ、
親も不安が少しずつ薄れていき、やが
て当たり前な日常になります。

　先日、福岡県の調査で、介護を必要
とする重症心身障がい児・者は3,000
人。内3分の2(約2,000人)が家庭で過
ごされているということが新聞に掲載
されました。
　「目を離せない。この子、ひとりで
だいじょうぶかしら・・・」その方たち
にとって、このことばの持つ意味は違
います。24時間365日、家族が片時
も目が離せない介護だからです。

　読者の皆さんはお風呂でリラックス
したり、ゆっくりお休みになる時間を
お持ちでしょうか。

　介護をなさっているご家族は熟睡す
ることさえ、ゆっくりお風呂につかる
ことさえ、一息つく暇さえありませ
ん。さらに、痰の吸引など医療的ケア
を必要とする介護の場合、その負担が
想像を超えるものであろうことは容易
に推察できます。

　生まれながらに重症心身障がいの方
もおられますが、4割の方は４0歳以
降に身体障がいになられています。
　つまり、私にもあなたにも、あなた
のお子さんにも、ご両親にもそのリス
クはあり、介護される側になることが
あるのです。

　ご家族の負担を軽減する一つの方
法として、短期一時入所・訪問看護・
高齢者訪問介護・障がい者居宅介護の
サービスがあります。
　しかし、とてもその需要に追い付け
ていないのが現状です。

　苦労されておられるご家族のため
に、ご家族のためのケア（レスパイト
ケア）の必要性が今、叫ばれています。

　私たちは、今年度、喀痰吸引等業務
を開始できるように準備しています。

　こどものことが心配で、柚の木学園
に預けていても、近所のスーパーくら
いしか外出することのないお母さん。
　「私たちがサポートしますから安心
してください。気にかけてばかりいて
は体が持ちません。お母さんにはお母
さんの人生があり、ご本人にはご本人
の人生があります。植物のツルのよう
にお互いが絡まるのではなく、２本の
レールのようにずっと同じ目標に向か
う人生はいかがでしょうか。」

　最近、所用で博多阪急に出かけて、
目にしました。ショッピングされてい
るお母さんの姿を。

　シーメイトホールにて第13回パワフル
キッズ卒園式を行いました。ご家族と
副町長武藤様、志免町議会より議長大
林様・厚生建設委員長丸山様、役場関
係各課課長様、小学校・幼稚園・保育園
の先生方など、多くの来賓の方、ボラン
ティアの方々に見守られ、17名の子ども
たちが元気に巣立っていきました。
　順番に並ぶ、静かに待つ、お話を聴
く、姿勢を正す、目を合わせる、色を見
て合わせる・・・パワフルキッズでの遊び
の中から学び得たことが見事に花開い
た素晴らしい卒園式となりました。
　こどもたちに拍手！　ご家族に拍手！！
　これからもいろんなことにチャレンジ
してね！　いつもパワフルキッズから応
援しています♥

ぶっつけ本番でも大丈夫！
パワフルキッズ卒園式

“ＢＦ”“和”に続く、新ケアホーム“おりひめ”オープン！
　早い桜が咲き始めた3月19日、福岡市博
多区金の隈に新築のケアホームが誕生しま
した。定員７名、女性専用の南向きの平屋
で、コミュニティールームはもちろん、洗
面所やトイレなどの水周りも広々として、
本当に気持ちのよい空間となりました。
　活動時間帯を自立支援員２名で対応し、
セキュリティーも万全！　自立をめざす７
名を人的・物的環境すべてでバックアップ
しています。
　開所式には町内の役員さんをはじめ、地
域の方々が駆けつけてくださいました。温
かく受け入れてくださった皆様と一日も早
く顔馴染みになりたいと思っています。

　ケアホーム男性棟の開所を待ち望む方が多数おられ、柚の木福祉会は一日も早い実現に向けて
動いています。そこで、“建て貸し”“貸し地”にご協力いただける方、あるいは情報を緊急に探して
おります。ご協力ぜひともよろしくお願いします！！ TEL.092（936）5427（担当：中野）

急 募！ 土地をご提供くださる方いらっしゃいませんか？

吉原、美食の祭典。ダスキン志免さんでお餅つき！
　ダスキン志免さんにお誘いいただき、柚の木福祉会の手焼きせんべい、ポップコーン、
ＹＵＺＵＫＡのお菓子を販売させていただきました！　お昼ごはんの豚汁と愛情むすび
はダスキン志免さん手作り！　心もからだもあったまりました。「ごちそう様でした 」

　「まだ着かないの～？」この日はおいしい昼食を求
めて約１時間歩きました！　春の匂いや暖かさを感
じながらみんなでおしゃべりをして遠足気分です。
　目的のお店に入ると疲れも吹き飛び、メニューを
眺めて「これ食べたい～♪」と心も声も弾みます。た
くさん動いた後のご飯はとてもおいしい！！　帰り
道はお腹も満足、道沿いの桜の花のように笑顔満
開になりました。ところがＰＫ２に着く頃にはまた
またお腹が空いて、おやつタイムとなりました♪

PK２春季療育「地図で探して行くよ！ “外食の巻！”」

ご家族に見る時代の進化
　障がいがある家族のことを人に伝えたくない、そんな時代が長くありました。
　しかし、そんな家族の存在を社会に知ってほしい、障がいがあるからこそ得られる
ものの大きさを伝えたい。　・・・ここ数年の間に、ご家族の意識はここまで変化をし
ました。
　障がいのあるお子さんをお持ちのふたりの偉大な母が、ご自身の体験を赤裸々に
語ってくださいました。「自分の体験がだれかのお役に立つのなら・・・」「だれかを元
気にできるのなら・・・」そんな思いで。
　心より感謝申し上げます。 柚の木福祉会『柚の木だより』編集委員一同

マザー・アース・アーティストラ
癒しの「七夕コンサート★」

ゆずのきフラダンス隊♪

七夕のお昼はラッキーな
２名様！

5,000円のお食事券進呈
！

先着50名様による
白熱ビンゴ大会

キッズ・ジュニアの
アメのつかみ取り！

やっぱり、この味！ゆずのきＢ級グルメ
ジェリーズポップコーン実演販売

ボクは
チキン南蛮
弁当！

ぼくは

ゼッタ
イに

カラ揚
げ

弁当ね
！

とんかつ弁当・
日替わり弁当・
カレー弁当も
あるよ！

ワンコイン弁当 ￥500

お母さんは笑顔でいてね
運動会は
ゆずのきが
お母さんを
応援します！

広々～
♥

スッキリ
♥

いらっ
 しゃい
ませ～♥

歩こう
歩こう
ボクらは
元気♪

この春　
スプリング！！
弾・弾・弾　　
跳・跳・跳　　
躍・躍・躍・・・

あゆみのもり須恵

おめでとう！
がんばったね

よろしく
お願い
します！

春

黄・紫・ピンク・水色・・・
「私は赤！」　自分の
色の花を咲かせます。 
咲いた花には明かりが
灯り、未来のように美
しく照らされました！

お弁当も、レストランゆずのきで　　　　　　
ワンコイン派？ それとも豪華にいっちゃう!?お弁当も、レストランゆずのきで　　　　　　
ワンコイン派？ それとも豪華にいっちゃう!?

ハ
ー
イ
♪

ほ
〜
い
♥

文＝　柚の木福祉会理事長　白谷憲生

私は
ハンバーグ弁当が好き★

天
アッパレ！

晴れ弁当
￥1,500

ご予約承り中！
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見てね！ 柚の木福祉会ホームページ　www.yuzunoki.or.jp　レストランゆずのきホームページ　www.yuzunoki.or.jp/rest1index.html

編集　社会福祉法人
　　　柚の木福祉会

柚の木福祉会の広報誌 『柚の木だより』（隔月発行） 平成２５年５月　№３０９

〈今月の題字〉金子さん

あの日、この日の
　　風景をお届けします

プチ

柚レター

ヘルパー資格をお持ちの方、一緒に働きませんか♪
連絡先 092（937）0529 髙山まであなたの時間に合わせて働けます。登録ヘルパー大募集

お
譲
り
く
だ
さ
い

こ
ど
も
の
た
め
に 

除
湿
機
・
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
・
ク
ー

ゲ
ル
バ
ー
ン
・
カ
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス

※
新
規
の
お
客
様
に
は
付
録
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０-

９
３
９-

３
９
４

ユ
ー
サ
ン
キ
ュ
ー

サ

ン

キ

ュ

ー

よ

営
業
時
間　

昼
●
11
時
30
分
〜
15
時（
ラ
ス
ト

オ
ー
ダ
ー

14
時
30
分
）　

夜
●
17
時
〜
20
時
30
分
（
土
・
日
・
祝
）

定　

休　

日　
　

●
第
３
火
曜
日
（
5
月
21
日･

6
月
18
日
）
＊
平
日
夜
間
は
予
約
営
業
。
大
小
宴
会
受
付
中
。

応援ありがとうございます！！

食べるボランティアさん ４８７,７０６人 のレストランゆずのきのお客様

ボランティアさん １５,０８３人 と志免南小学校の児童の皆さん

賛助会ご加入  武谷裕子様  中牟田修身様  福岡銀行様  
お仏壇のはせがわ様  プロインテック様
ご芳志  ひまわりの会様
頂き物  熊谷様  吉村様  合屋様  中村様  吉崎様  溝上様  大庭様  
久能様  平山様  稲永様  篠崎様  山本様  山崎様  松延様  案浦様  

世利様  塩見様  森田様  志免吹奏楽団様  北九州市障がい者協議会様  
志免町役場福祉課課長様  福岡銀行様  宝満様  ダスキン志免様  
木村タクシー様  明治安田生命様  第一生命様  日本生命様  
旅石郵便局様  志免飲料店組合様  しらしげ歯科様  トンボ様  
シーメイト様  緑風園様  宝プロパン様  文巧堂様  イチデン様  
鹿毛商店様  藤田商店様  藤商店様  ＳＮＣ様  松永製作所様  
九州製鏡様  田富鉦吾二地区様  みつきビル様  第１東福ビル様  
第２東福ビル様  チェリーハイツ様  タウンコート志免様  
緑風会水戸病院様  正信会水戸病院様  スティールＴマンション様
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賛助会員を
募集しています

　たより発行の資金が不足しています。賛助会加入・広告掲載のご協力を
お願いいたします。大切に『柚の木だより』発行に使わせていただきます。
ご入金後は、お手数ですがご住所をお知らせください。

[振込先] 柚の木福祉会を応援する会
●郵便振込　１７４６０-６１４３６５１１
●銀行振込　福岡銀行 月隈支店 普通３２４１０４
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７／７（日） 11時～
お客様感謝祭15～17時

　 無  料ホント！？
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お食事５％OFFの
キーワードがあるよ♪
今すぐスキャン！

Let’s scan!!



　「仕事ができる幸せをかみしめています」

　春花さんは平成元年生まれの24歳。高校
卒業後は柚の木学園に通っておられます。
　田中家は両親と弟さんの四人家族。協力
体制があるとは言え、実質は母、厚子さん
がケアの大半を担っています。春花さんが
就学しても帰宅後は独りにはできず、仕事
をしようにも時間の制約があり、残業もで
きないとなると雇い入れてくれる会社はな
かったそうです。同窓会のようなたまの予
定も「春花はどうするの？」とご家族に問わ
れ、「結局は私・・・」と失望を感じた当時を
振り返られました。

　現在は「ヘルパーステーション福」を利用

して仕事をなさっています。「あれほど体調
が思わしくなかったのに、仕事を始めてか
ら調子がいいんです！」「自分の時間を持て
る幸せ、人様に状況を理解して、助けてい
ただけていることの実感、これが私を元気
にしているのでしょうか」「ヘルパー利用で、
私自身の欲もどんどん出ています！」
　春花さんの人生に寄り添いながらも、自
分の人生を生きている手ごたえを率直に伝
えてくださいました。

　今日に至るまでもっとも厳しい状況にあ
ったのは伯母様の介護が重なった５年間、
春花さん小学５年～中学３年の頃。

「なんで私だけ？！」「なんでだれも
わかってくれないの？」

 “私がするよ”何でも引き受けて努力して
きた厚子さんも、家族だけでなんとかする
ことの限界をついに味わいました。思うよ
うにできないことに苛立ち、イライラがつ
のるとこどもに当たり、自分を責めて自分
を嫌になる。ストレスと過労で倒れ、追い
詰められると春花さんが痙攣を起こすとい
う負の連鎖もありました。
  「“親がなくても子は育つ”いいえ、こんな
親なら居ないほうが・・・」自分の存在を否定
した時期もありました。

“こどもを自分の中だけに留めた
らこどもの成長は引き出せない” 
“だれかに頼りたい”  “私はできない”

こんな思いが重なったとき、柚の木福祉会
を訪れる機会がありました。

　中1の夏休み。はじめてのショートステ
イ（日中一時預かり）。“まだまだこどもなの
に”不安を抱えて施設を訪れたところ「一日
も早く施設を体験することは必要ですよ。」
のことばに背中を押され、気持ちがすっと
したそうです。親が高齢になり、いざ施設
を利用しようとしてもこどもは30歳、40
歳。施設に馴染むのは難しいという理由で
のアドバイスでした。

“いろんな集団に入れることが
春花にとって大切”

発想転換できたそうです。
　高校卒業後は、日中は柚の木学園
で仕事をし、夕方や休日にはヘルパ
ーの移動支援を利用。「ショッピン
グや観光スポット巡りをしていま
す。とは言え、好きなことばかりで
はなく、あえてヘルパーさんの用事
に付き合わせるなどのストレスをか
けて春花を鍛えています（笑）。」

　厚子さんは話されます。「第三者
のケアの必要性を痛感しています。

他者にゆだねることは、本人にと
っては独り立ちのワンチャンス。
ケアする側には心の疲れをリセッ
トできる機会。

　距離を置き、時間をとることで元気に明
るくなれます。“笑顔”が増えます。手元
に置いておくだけが幸せではありません。」
　かつて病院の待合室でダウン症のある子
のお母さんとの出会いがありました。わが
子が人に迷惑をかけることに悩み、相談で
きる人がいないと堰を切ったように話され
たと言います。「障がいのある子の親が皆同
じ思いだとは思っていません。だけど私も

泣きたいときは大声で泣いた。

泣くだけ泣いて一息ついたら次に進めます。」

「春花が生まれたおかげで
出会いが２倍になりました。

私自身学ぶことが多く、人からたくさんも
らっています。」 取材中も何度となく周囲へ
の感謝を表される厚子さん。最後に付け加
えられたことばも「“ありがとうございます”
支えがあってできています。」

　春花さんは医学的に言われている年齢的
な病像の変化と逆行して、穏やかに自信を
得て、社会人として今日も仕事をなさって
います。周囲への思いやりをもって。

打ちひしがれた日々

　「凌賀の障がいがわかったとき、自分のこ
とはあきらめることになるのだろう」・・・母、
美穂子さんは思われたそうです。

　凌賀さんはこの春に高校を卒業されたばか
りの自閉症のある若者です。
　一般的に、自閉症は３歳以前の早期に症状
が現れ、その困難さが生涯に渡って続く発達
障がいで、親は日々直面するこどものわから
ない行動に悩まされます。その行動は自閉症
の人たちのものの見え方、聞こえ方、感じ方
の違いに起因すると言われ、突然大声で叫ん
だり、走り出したり、体を揺らしたり、独り
言を言ったり、歩き回ったりするために、奇
異の目で見られること、24時間体制のケア
が必要な場合があります。

　凌賀さんも突然に家を飛び出すことがある
ため、家中の鍵をかけて厳戒態勢で過ごす毎
日でした。「それでも鍵を開けて飛び出す、
出ようと思えば下着１枚でも出る。警察に保
護されたことも何度もありました。

ケガをさせられない。どんなに疲
れても居眠り一つできない。
背筋が凍りつく思いをしたことも
ありました。」

　数年前から本格的に働きに出ることになっ
た美穂子さんは、ヘルパー、短期入所のサー
ビスを利用するようになりました。「預ける
のは本当に不安だったし、

こどもを預けることで非難を
浴びるのではないかという恐怖

すら抱きました。」ヘルパーを利用した日は
買い物袋を下げて自宅に戻れなかったそうで
す。なぜ？　もっと早く帰宅できるのではな
いかと思われはしないか・・・。入所理由を書
類に書くとき、結婚式などの特別な理由が
あればよいけれど、そうでないときには苦し
かったそうです。「正直、今もその気持ちは
完全にはなくなっていません。」

　インテリアの会社でお客様にコーディネー
トの提案をなさっている美穂子さん。土日祝
が勤務のため、日々のやりくりにヘルパー利
用は欠かせなくなっていきました。「利用にあ
たり、最初は勇気と割り切りが必要でした。
でもヘルパーさんと過ごすことが凌賀のプラ
スになっていることがわかってきました。」
　現在「ヘルパーステーション福」を利用さ
れていますが、公共交通機関を使った外出な
どで、見て聞いて体験してたくさんのことを
覚えて戻られるそうです。

知識・経験のある方に支援して
もらうメリットは大きい　と。

　「祖父母の手を借りて家族で凌賀をみるこ
とはできなくはありません。だけど社会的秩
序は家族だけでは教え切れない。」「それに私
一人で育てると自分の価値観に偏り、自分の
ダミーを作ってしまう。健常であれば反抗し
ながら自分の道を切り拓いていくのでしょう
が、凌賀にはそれができないので、

他者とのかかわりの中から自分の
道を見つけてほしい　　　のです。」

　「もう一つ、私が大事にしたいのが彼らの
文化。日常の用事に付き合わせるとき、どう

しても“お利口さん”を強いてしまいます。そ
れはストレスになり悪循環につながる。私た
ちとは違う彼らの文化を大事にしてやりたい
のです。」

　ご自身は・・・「ヘルパー利用で心に余裕が
できました。休息をとることで距離を保ちつ
つゆとりをもって接することができていま
す。ヘルパーさんとは家族的付き合いをし、
私自身の心のケアもしていただいています。

母親が泣いたりわめいたり、
暗い顔をしていることは
こどもにとってのいちばんの不幸。

なるべく笑顔が絶えないように。そのため
には“だれかに手伝ってもらわないとムリで
す！”」幼い子なら母一人の力でなんとかなっ
ていたことが成長とともに難しくなり、閉
塞感や行き場のない思いが余って、「凌賀を
蹴ったり、投げたり、飛ばしたり・・・。
噛みついたこともありました（笑）」
美穂子さんのことばに壮絶な格闘
の日々と、それを越えてたどり着
いた境地、そして母としての自信
を感じました。

　「ぼくのせいでお母さんが
倒れた、ぼくのせいでお母
さんがおかしくなっちゃっ

た、と絶対に思わせたくはありません。」
「凌賀を理解するのは時間がかかりますから、

今のうちから理解してくださる方
を一人でも増やしていきたい

と思っています。凌賀を中心に輪が広がるよ
うに・・・」

　「今の私？　皆さんのバックアップの中、私
もこれから凌賀といっしょに青春します！！」
　息子さんの自立とご自身の夢に向かう笑顔
眩しい母の姿がありました。

respite care
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　レスパイトケアとは乳幼児や障がい児・
者、高齢者などを在宅でケアしている家
族を癒すため、一時的にケアを代替し、リ
フレッシュを図ってもらう家族支援サービ
ス。施設への短期入所や自宅への介護人派
遣などがある。課題としては「家族がケア
を休む必要性」の社会的認識が日本で低い
ことによる利用抵抗感が挙げられる。
(中谷茂一 聖学院大学助教授/知恵蔵2013より) 

「私はできない｣
初めてことばにしたときから
みらいが変わり始めました

私がこの世を去るときには
“あとはよろしく！”と
安心して手を振りたいです

髙山美穂子笑顔が絶えない私を目指す　　 母・

田中 厚子娘がくれた学び多い人生に感謝　　母・

提言
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マット・モップ各種 空気清浄機 浄水器

ダスキン志免
志免町吉原120-1
 0120-35-2634
FAX 935-2707

トラベル＆ビジネスサポート
心を込めたおもてなし

福岡県粕屋郡志免町王子４丁目6-10
TEL 092-935-8412  FAX 092-935-8427
携 帯 090 -  7161 -  0595
E-mail  tabittokun@tkz.bbiq.jp

福岡県知事登録旅行業
第3-603号

ほーむＣａｆｅ　イオン大野城店（サイゼリヤ前）
受付時間　10：00～18：00 （当社休日を除く）
〒816-0935大野城市錦町4-1-1イオン大野城店１Ｆ
お問い合わせ　　 ０１２０-（３６）３

みなおし
７０４

ROミネラルウォーター
宅配システム
ＬＰガス販売、配管工事
住宅機器、太陽光発電の
ご用命は

宝プロパンガス株式会社
粕屋郡志免町志免１－１６－１
ＴＥＬ（代）０９２－９３５－１３９１

皆様に喜ばれる事が
私たちの仕事です

福岡県糟屋郡志免町東公園台2-4-27
TEL092-935-0214 FAX092-935-6001

ＬＰガス・住宅機器販売
株式会社 吉田

福岡県糟屋郡須恵町大字植木569-2
ＴＥＬ（０９２）９３５-６６６８
ＦＡＸ（０９２）９３５-６６５２

http://e-house.co.jp/wakasugi-jutaku
e-mail wakasugi@miracle.ocn.ne.jp

木と心のふれあい

株式
会社 若 杉 建 設

総合建設・設計施工

福岡県糟屋郡宇美町宇美3-1-1

私
た
ち
も
ご
家
族
の
心
の
癒
し
に

貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す

ＴＡＮＡＫＡ　ＨＡＲＵＫＡ　　1989 ・ 2013 ・ for the future

ＴＡＫＡＹＡＭＡ　ＲＹＯＵＧＡ　　1994 ・ 2013 ・for the future

42

ＱＳＫ１９９７年９月１８日第三種郵便物承認　通巻４６１０号　２０１３年５月２５日発行（日刊） ＱＳＫ１９９７年９月１８日第三種郵便物承認　通巻４６１０号　２０１３年５月２５日発行（日刊）ＱＳＫ１９９７年９月１８日第三種郵便物承認　通巻４６１０号　２０１３年５月２５日発行（日刊）

好評！！  他とひと味違う喜ばれる介護 自分らしい暮らしのために日常生活に必要な家事をサポートします。
お身体と心の状態に合わせて専門的な介護サービスをご提供します。

ヘルパーステーション幸＆福
連絡先  092（937）0529 髙山まで


